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　食品のサブスクリプションサービスを提供するオイシックス・ラ・大地株式会社（代表取締役社長：高島 宏平、以下オイ
シックス・ラ・大地）とインテグリカルチャー株式会社（代表取締役CEO：羽生 雄毅、以下インテグリカルチャー）は、2026
年1月22日付で「新潟県の食資源を活用して生産した細胞性食品（※１）を使った料理の開発及び評価」を目的とした共
同開発契約を締結いたしました。 さらに、2026年3月、インテグリカルチャーはオイシックス・ラ・大地とNSGグループ（本
部：新潟県新潟市）が推進する「新潟フードテックタウン構想」への参画を決定いたしました。両社の強みを融合させ、新
潟の豊かな食資源を活用した、世界でも数少ない「地域ブランド型細胞性食品」の創出を目指します。

■共同開発契約の締結、インテグリカルチャーの「新潟フードテックタウン構想」参画の背景 　
　現在、細胞農業（※２)の社会実装に向けた取り組みが進む中で、細胞性食品については、単なる新技術による食品
としてではなく、消費者に好まれる食品としての文脈づくり、さらには付加価値の創出が重要と考えております。 この度
の共同開発契約の締結およびインテグリカルチャーの「新潟フードテックタウン構想」への参画を契機として、両社はそ
れぞれのフードテック技術やマーケティングノウハウを活用し、地域の産品を組み合わせた「新潟ブランド」の細胞性食
品の可能性を検討します。これにより、新潟の地場の魅力を含むストーリーを持った高付加価値な細胞性食品の開発

に向けた取り組みを進めて参ります。
（※１細胞性食品：家畜や魚などから採取した細胞を育ててつくった食品素材。細胞培養食品、培養肉（魚）と呼ばれることもある）
（※２細胞農業：動物や植物の細胞を育てて、食料・資源をつくりだす産業）

・インテグリカルチャーの役割： 細胞性食品のサンプル試作および試作物の評価
・オイシックス・ラ・大地の役割： 細胞性食品試作物を使用したメニュー開発、製品試作、および試作物の評価

■ 今後の展望
2026年は新潟ブランド細胞性食品の開発を進め、2026年4月には開発へのスケジュールを具体的に設計する予定で
す。

オイシックス・ラ・大地とインテグリカルチャー共同開発契約を 締結
インテグリカルチャーが「新潟フードテックタウン構想」に参画決定

〜両社連携し、 持続可能な食糧供給を見据え、 新潟ブランドの細胞性食品開発に着手〜

オイシックス・ラ・大地株式会社について
オイシックス・ラ・大地株式会社は、「Oisix」「らでぃっしゅぼーや」「大地を守る会」の国内主要ブランドを通じ、安心・安

全に配慮した農産物、ミールキットなどの定期宅配サービスを提供しています。子会社に、事業所、学校などで給食事
業を展開する「シダックスコントラクトフードサービス」、病院、高齢者施設、保育園、幼稚園などで給食事業を展開する
「シダックスフードサービス」、買い物困難者向け移動スーパー「とくし丸」、米国でプラントベース食材のミールキットを
展開する「Purple Carrot」などがあり、食の社会課題を解決するサービスを広げています。また、「サステナブルリテー
ル」（持続可能型小売業）としてSDGsに取り組み、サブスクリプションモデルによる受注予測や、ふぞろい品の積極活
用、家庭での食品廃棄が削減できるミールキットなどを通じ、畑から食卓まで、サプライチェーン全体でフードロスゼロ
を目指しています。

インテグリカルチャー株式会社について
インテグリカルチャー株式会社は、「みんなが使える細胞農業」をビジョンに掲げ、誰もが使える細胞農業インフラの

普及・発展を目指します。各地の名水などの地域資源を活用した細胞性食品や化粧品、素材など、新たな地方ビジネ
ス創生に挑戦しています。これにより、持続可能な食の未来と豊かな社会の実現に貢献します。


